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Abstract
   The purpose of this paper is to examine the actual conditions of infants and guardians par-
ticipating in “yomikikase” in public libraries. We conducted a questionnaire survey at four 
public libraries.  Infants and guardians took part in the “yomikikase” initiated by the informa-
tion sent from the library. Guardians expected their infants to like picture books. Infants and 
guardians often do “yomikikase” at home. Half of the picture books used for “yomikikase” at 
home were borrowed from the library. Many guardians made their own decisions by looking at 
picture books. For infants around the age of three, the meaning of a picture book changed from 
simple to cultural. Many guardians said that, by participating “yomikikase” in the library, the 
number of “yomikikase” at home has increased. It was suggested that guardians’ awareness 
was closely related to the concept of the library, and the experience at the library also affects 
home life.





























































































びかけ、乳幼児とその保護者を対象に、毎月第１・３水曜日、午前 10 時 30 分～正午、１階「おはなしコー
ナー」で、手遊びやうたを取り入れた、読み聞かせ活動を行っている。また、「おはなしひろば」は、「お
友達と一緒に楽しい時間を過ごしましょう！」とうたい、幼児、小学校・義務教育学校の１～３年生を








　アンケート調査への協力者は、合計 112 人であった。図書館ごとの内訳は、「岐阜県」が 31 人 (27.7%)、
「大垣市」は 42 人 (37.5%)、「各務原市」は 19 人 (17.0%)、「羽島市」は 20 人 (18.0%) となった。その
うち母親が 101 人（90.2%）であった。核家族家庭 (101 人、90.2%）と、第１子 (78 人、70.0%）の参加
が多いという特徴も見られた。参加回数は「初めて」が 35 人 (31.3%)、「２～３回」が 25 人 (22.3%)、
「４～６回」が 16 人 (14.3%)、「７～９回」が７人 (6.3%)、「10 回以上」が 29 人 (25.9%) であった。参
加している子どもの年齢は、２か月から５歳児までと幅広いが、１歳児が 41 人 (36.6%) と最多で、０







ごとに見ると、「岐阜県」が 26 人（83.9%）で参加者の８割で、次いで、「各務原市」が 13 人（61.9%)、
そして、「大垣市」が 19 人 (43.2%)、「羽島市」が 10 人 (47.7%) となっている。
― 148 ―
　次いで多かったきっかけは「ブックスタートで紹介された」で、23 人（19.7%）であった。これを同
じく図書館ごとに見ると、「大垣市」が 17 人 (38.7%) で最も多く、「各務原市」と「羽島市」の図書館


















がふれあうこと」の 46 人 (17.2%) で、これに「保護者同士で交流すること」の 23 人 (8.6%) を合わせると、
69 人 (25.8%) となり、また、その他の回答に「子どもと子どもとのふれあい」「他の赤ちゃんとのふれ
あい」などもあり、交流を期待していることが分かる。交流に関して、図書館ごとに見ると、「大垣市」
と「羽島市」が多く、前者が 32 人 (29.4%)、後者は 20 人 (38.5%) となっている。一方、「岐阜県」と「各








岐阜県 大垣市 各務原市 羽島市 全館合計
ブックスタートで紹介された  0(  0.0) 17( 38.7)  3( 14.3)  3( 14.3)  23( 19.7)
友人や知人から紹介された  1(  3.2)  2(  4.5)  3( 14.3)  4( 19.0)  10(  8.5)
図書館の発信する情報で知った 26( 83.9) 19( 43.2) 13( 61.9) 10( 47.7)  68( 58.1)
その他  4( 12.9)  6( 13.6)  2(  9.5)  4( 19.0)  16( 13.7)
合計 31(100.0) 44(100.0) 21(100.0) 21(100.0) 117(100.0)
図書館
期待
岐阜県 大垣市 各務原市 羽島市 全館合計
保護者同士で交流すること  3(  4.3)  10(  9.2)  2(  5.6)  8( 15.4)  23(  8.6)
保護者と子どもがふれあうこと  8( 11.4)  22( 20.2)  4( 11.1) 12( 23.1)  46( 17.2)
子どもの言葉が発達すること 17( 24.3)  19( 17.4)  5( 13.9)  8( 15.4)  49( 18.4)
子どもが絵本を好きになること 29( 41.4)  37( 34.0) 17( 47.2) 17( 32.7) 100( 37.5)
読み聞かせのコツを知ること  7( 10.0)  13( 11.9)  5( 13.9)  4(  7.7)  29( 10.8)
その他  6(  8.6)   8(  7.3)  3(  8.3)  3(  5.7)  20(  7.5)








　家庭で毎日読み聞かせをしている人は、全体で 65 人 (59.1%) である。数日に１回も含めると、98 人
(89.2%) が頻繁に絵本の読み聞かせを実施している。さらに、読み聞かせの実践が「ほとんどない」と
答えた人は、全体で２人 (1.9%) と少数であったことから、子どもにとって絵本に触れる機会は図書館
での読み聞かせの場だけではないことが分かる。また、「10 回以上」参加した人の内、21 人 (75.0%) が「毎
日」と回答し、読み聞かせの頻度が最も多い。参加回数と実施頻度との関連も見られる 9) が、「初めて」






も含めると、92 人 (84.4%) が頻繁に実施しており、普段からわらべ歌や子守り歌を家庭で実践してい
るといえる。「初めて」の参加者も 17 人 (48.6%) が「毎日」と回答しており、わらべ歌や子守り歌、身
体遊びに興味のある人が読み聞かせに参加していることが窺える。実施が「ほとんどない」と答えた人










初めて 2～ 3回目 4～ 6回目 7～ 9回目 10 回以上 合計
毎日 18( 51.4) 13( 52.0) 10( 66.7) 3( 42.9) 21( 75.0)  65( 59.1)
数日に 1回程度 14( 40.0)  6( 24.0)  4( 26.7) 3( 42.9)  6( 21.4)  33( 30.1)
週に 1回程度  1(  2.9)  6( 24.0)  1(  6.7) 1( 14.3)  0(  0.0)   9(  8.2)
月に 1回程度  1(  2.9)  0(  0.0)  0(  0.0) 0(  0.0)  0(  0.0)   1(  0.9)
ほとんどない  1(  2.9)  0(  0.0)  0(  0.0) 0(  0.0)  1(  3.6)   2(  1.9)
合計 35(100.0) 25(100.0) 15(100.0) 7(100.0) 28(100.0) 110(100.0)
表４　家庭でわらべ歌や子守り歌、 身体遊びをする頻度 ( 人数 (%))
参加回数
実施頻度
初めて 2～ 3回目 4～ 6回目 7～ 9回目 10 回以上 合計
毎日 17( 48.6) 15( 62.5)  6( 40.0) 6( 85.7) 17( 60.7) 61( 56.0)
数日に 1回程度 13( 37.1)  6( 25.0)  5( 33.3) 0(  0.0)  7( 25.0) 31( 28.4)
週に 1回程度  3(  8.6)  2(  8.3)  1(  6.7) 0(  0.0)  2(  7.1)  8(  7.3)
月に 1回程度  0(  0.0)  0(  0.0)  2( 13.3) 0(  0.0)  1(　3.6)  3(  2.8)
ほとんどない  2(  5.7)  1(　4.2)  1(  6.7) 1( 14.3)  1(　3.6)  6(  5.5)











































9 9 5 5 5 5 3 3 22 22
（31.0）（31.0）（12.2）（12.2）（26.3）（26.3）（15.8）（15.8）（20.4）（20.4）
4 分の 3程度
2 11 6 11 1 6 0 3 9 31
（6.9） （37.9）（14.6）（26.8） （5.3） （31.6） （0.0） （15.8） （8.3） （28.7）
半分程度
8 19 13 24 5 11 6 9 32 63
（27.6）（65.5）（31.7）（58.5）（26.3）（57.9）（31.6）（47.4）（29.6）（58.3）
4 分の 1程度
3 22 7 31 0 11 0 9 10 73
（10.3）（75.8）（17.1）（75.6） （0.0） （57.9） （0.0） （47.4） （9.3） （67.6）
ほぼ図書館以外




初めて 2～ 3回目 4～ 6回目 7～ 9回目 10 回以上 合計
ほぼ図書館の絵本  7( 6.5)  4( 3.7)  3( 2.8) 2( 1.9)  6( 5.6)  22( 20.4)
4 分の 3程度  1( 0.9)  3( 2.8)  1( 0.9) 0( 0.0)  4( 3.7)   9(  8.3)
半分程度  6( 5.6)  9( 8.3)  6( 5.6) 2( 1.9)  9( 8.3)  32( 29.6)
4 分の１程度  3( 2.8)  3( 2.8)  1( 0.9) 0( 0.0)  3( 2.8)  10(  9.3)
ほぼ図書館以外 17(15.7)  4( 3.7)  4( 3.7) 3( 2.8)  7( 6.5)  35( 32.4)





目」が 23 人（21.3%）、「10 回以上」が 29 人（26.9%）というように、リピーターが多く存在している。「ほ




























































を指さし、本を読んで欲しいとせがみながら、絵本を仲立ちとした読み手 (＝保護者 )と聞き手 (＝乳
幼児 )の情緒的な交流が中心となっていることだと考えられる。
　ところで、１歳代後半から、「読み手の言葉を復唱する」点に、保護者が気づいているが、これは、
２歳代後半で最も多くなり (16.7%)、３歳代 (9.1%)、４・５歳代 (5.9%) と減少していく。これに対して、
「話の一部を覚えて声に出す」という幼児の行動は、１歳代後半(9.8%)から４・５歳代(23.5%)にかけ徐々
に増えていく傾向が見られる。したがって、１歳代から２歳代までの「読み聞かせ」において中心的な








表 9　保護者が捉えた家庭での読み聞かせにおける子どもの行動　( 人数 (%))
年齢段階（◇歳；△か月）
アンケート項目
0;0～ 0;5 0;6～ 0;11 1;0 ～ 1;5 1;6～ 1;11 2;0 ～ 2;5 2;6～ 2;113;0～ 3;114;0～ 5;11 合計
読んで欲しいと要求する
1 3 15 14 12 6 10 5 66
(8.3) (7.1) (21.4) (23.0) (23.1) (16.7) (22.7) (29.4) (19.8)
自分でページをめくって
いく
2 15 22 17 13 8  9 2 88
(16.7) (35.7) (31.4) (27.9) (25.0) (22.2) (20.5) (11.8) (26.3)
好きなページをじっと見
ている
6 14 6 6  3 1 1 0  37
(50.0) (33.3) (8.6) (9.8) (5.8) (2.8) (2.3) (0.0) (11.1)
違う遊びを要求する
0 2 3 2 0 0 0 0 7
(0.0) (4.8) (4.3) (3.3) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.1)
目の前から絵本を退ける
0 1 0 0 0  1 0 0  2
(0.0) (2.4) 0.0  (0.0) (0.0) (2.8) (0.0) (0.0) (0.6)
絵本を見ないが、お話は
聞いている
1 1 2 0 0  1 0 0 5
(8.3) (2.4) (2.9) (0.0) (0.0) (2.8) (0.0) (0.0) (1.5)
指さしをする
1 6 15 10 11 4 7 3 57
(8.3) (14.3) (21.4) (6.4) (21.2) (11.1) (15.9) (17.6) (17.1)
読み手の言葉を復唱する
0 0 1 3 2 6 4 1 17
(0.0) (0.0) (1.4) (4.9) (3.8) (16.7) (9.1) (5.9) (5.1)
話の一部を覚えて声に出す
0 0 3 6  7 2 6  4 28
(0.0) (0.0) (4.3) (9.8) (13.5) (5.6) (13.6) (23.5) (8.4)
お話の内容に関する問いか
けに応える
1 0 3 2 3 4 5 1 19
(8.3) (0.0) (4.3) (3.3) (5.8) (11.1) (11.4) (5.9) (5.7)
自分から絵本以外の言葉
も発する
0 0 0 1 1 3 2  1 8
(0.0) (0.0) (0.0) (1.6) (1.9) (8.3) (4.5) (5.9) (2.4)
合計
12 42 70  61 52  36 44 17  334


















































2 7 8 5 4 4 5 3 38
(40.0) (19.4) (21.1) (16.7) (20.0) (25.0) (20.8) (42.9) (21.6)
絵本を買うようになった
0 3 6 3 0 1 1 0 14
(0.0) (8.3) (15.8) (10.0) (0.0) (6.3) (4.2) 0.0  (8.0)
読み聞かせをする回数が
増えた
1 9 6 5 3 3 5 1 33
(20.0) (25.0) (15.8) (16.7) (15.0) (18.8) (20.8) (14.3) (18.8)
読み聞かせの技術が高
まった
0 1 1 1 1 0 1 0 5
(0.0) (2.8) (2.6) (3.3) (5.0) (0.0) (4.2) (0.0) (2.8)
わらべ歌を歌ったり、手遊
びをする回数が増えた。
1 9 5 11 4 2 3 1 36
(20.0) (25.0) (13.2) (36.7) (20.0) (12.5) (12.5) (14.3) (20.5)
家族も読み聞かせに関心
を持つようになった。
0 2 2 1 2 1 3 1 12
(0.0) (5.6) (5.3) (3.3) (10.0) (6.3) ( 12..5) ( 14..3) (6.8)
家族も読み聞かせをする
ようになった
0 4 4 0 2 2 0 0 12
(0.0) (11.1) (10.5) (0.0) (10.0) (12.5) (0.0) (0.0) (6.8)
お子様との会話・やりと
りが増えた
0 1 3 3 3 2 3 1 16
(0.0) (2.8) (7.9) (10.0) (15.0) (12.5) (12.5) (14.3) (9.1)
数回参加したが、分から
ない
0 0 2 0 0 1 0 0 3
(0.0) (0.0) (5.3) (0.0) (0.0) (6.3) (0.0) (0.0) (1.7)
その他
1 0 1 1 1 0 3 0 7
(20.0) (0.0) (2.6) (3.3) (5.0) (0.0) (12.5) (0.0) (4.0)
合計
5 36 38 30 20 16 24 7 176
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)


































年から開始され、2020 年 10 月 31 日現在は 1065 市町村で実施されている。(NPO ブックスタート，
https://www.bookstart.or.jp/，2020 年 11 月 26 日情報取得 )
5) 原崎聖子・篠原しのぶ・彌永和美・渡邉晴美 (2016)：ブックスタート経験が保護者及び児童に与え
る影響―小学６年時追跡調査，福岡女学院大学紀要，17 号，61-68．
6) 梶浦真由美 (2011)：北海道恵庭市におけるブックスタートの検証―母親からの聞き取り調査を通し
て，絵本学会研究紀要『絵本学』，13 号，49-56．
7) 板橋利枝・田島信元 (2013)：「歌いかけ・読み聞かせ」による母子相互行為が母親の育児意識・育
児行動に及ぼす影響―「Baby Kumon」プログラムの意義と効果，生涯発達心理学研究，第 5号，
125-135．
8) 板橋利枝・田島信元・小栗一恵・佐々木丈夫・中島文・岩崎衣里子 (2012)：「歌いかけ・読み聞かせ」
実践が母子関係の発達に及ぼす影響―KUMON「こそだてちえぶくろ」プログラムの意義と持続的効用，
生涯発達心理学研究，第 4号，89-104．
9) 「数日に１回」と「週に１回程度」を合算して「週１回以上」とし、「毎日」と「週１回以上」の相
関関係を調べた結果、参加回数と実施頻度の相関係数は 0.50 で正の相関があった。
